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注意 
 竹弓はとても繊細です。誤った使用、気候の変化に敏感で壊れやすいものです。これら

の原因で起きた故障は補償の対象にはなりません。 
 
竹弓購入の手引き 
 
＜竹弓を選ぶ＞ 
竹弓を買う時は最初に、竹弓の扱いや使い方に精通した先生に聞くことをお勧めします。

もしそのような人が周りにいないか、気候の変化が激しい環境に住んでいる場合は、グラ

ス弓かカーボン弓を使うことをお勧めします。このような合成弓は耐久性があり、多少正

確な引き方でなくても修正してくれます。 
 
＊ 肩や肘を痛めている方はグラス弓やカーボン弓を使用しないことをお勧めします。こ

れらの弓は離れの時にショックが強く痛みを悪化させる恐れがあります。 
 
普通、竹弓の扱いを教えてくれる先生がいるという前提で、3 段か 4 段になるまで待って竹

弓を使い始めることをお勧めします。 
最初の竹弓として、竹を何枚か張り合わせただけの"童心"をお勧めします。普通の弓より値

段が安く丈夫です。 
 
竹弓は合成のボンドか、"にべ"を使用して竹を張り合わせています。にべは魚の浮き袋と鹿

の皮を長時間煮詰めたもので、にべを接着剤に使用することで合成ボンドで張り合わされ

た弓よりも引きや離れがやわらかくなります。しかし、にべ弓は晩秋から冬に作りますの

で使用する時期はなるべく夏は避けて下さい。温度湿度が高いと弓は狂いやすくなり歪ん

だり、破損の原因になることがあります。またにべ弓は寒い所や乾燥した場所での使用も

避けて下さい。にべ弓を購入される前に周りの環境を十分考慮してお求め下さい。 
もし御注文された強さがその年に出来なかった場合は次のシーズンまで待たなければなら

ないことをご了承下さい。 
 
竹弓は一張だけを使い続けるのではなく、最低二張を交換でご使用下さい。弓がへたって

しまい、壊れる原因になります。 
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＜適正な弓の選び方＞ 
正しい弓の長さを選ぶのはとても重要なことです。弓の長さは 2 つの事柄によって決まり

ます：身長と矢束（矢の長さ）です。 
下の表で推奨適正サイズをお選び下さい。 
 

身長 矢束 推奨する弓の長さ 

150 cm 以下 90 cm 以下 三寸詰 (212 cm) 

150 - 165 cm 90 – 95 cm 並寸 (221 cm) 

165 - 175 cm 95 – 100 cm 二寸伸 (227 cm) 

175 - 185 cm 100- 105 cm 四寸伸 (233 cm) 

185 - 195 cm 105 – 110 cm 六寸伸 (239 cm) 

195 cm 以上 110 cm 以上 八寸伸 (245 cm) 

 
 
＜正しい強さの求め方＞ 
正しい強さの決めては 2 つの事柄によって決まります：経験と体格です。理想的には自分

の弓を購入する前に、先生の指導のもと 8 ㎏から 12 ㎏の比較的弱い弓から始めて、徐々に

強さを上げていく事ですが、もし指導がなければ自分で決めなければなりません。参考と

して、女子の上級者は 12 ㎏から 17 ㎏位、男子で 15 ㎏から 20 ㎏位を使用しているようで

す。 
弓の強さを決めるにあたって 2 つのポイントがあります。 
もし弓が強すぎたら、正しいフォームを取得するのは難しいですが、弱すぎるとすぐに物

足りなくなります。弓の強さ表示は店によって違います。アサヒ弓具では全ての竹弓は 90
ｃｍ引きの値です。 
 
お客様に最適な状態でお渡ししたいので、メーカーより弓が届いてから落着くまで最低 3
ヶ月はアサヒ弓具で調整し、最適な状態になるまでお預かりしておきますので、お渡しす

るまで多少お時間がかかる事もございますがご了承下さい。 
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竹弓の取り扱いと使用上の注意 
 
＜取り扱いについて＞ 
竹弓は生き物だと思って扱ってください。気温、湿度、誤った扱い方で弓に影響を及ぼし

ます。強さは季節によって変わります。（通常、寒くて乾燥した冬は強くなり、高温多湿な

夏は弱くなります。）竹弓は一日に過度に引かないようにして下さい。何十本も引くと弓が

へたって弱くなってしまいますので弓を大事に扱い、長く使えるように細心の注意を計っ

て下さい。 
 
買ったばかりの竹弓は最初の半年は 1 日に 15 射から 20 射位で、六ヶ月かけて徐々に増や

して下さい。 
 
自分の子供を育てるように、竹弓を"育てて"下さい。竹弓は短い間でしたらはずしたままで

も大丈夫ですが、長い間張らずに放置していると裏反りが大きくなったり形が狂ってしま

います。そのまま使い続けると弦がひっくり返って上関板の下から折れたり（首折れ）姫

反りの部分が剥れたりします。この場合の破損は自己責任になりますので補償の対象外と

なります。御不明点等がありましたら、アサヒ弓具までお問い合わせ下さい。 
 
高温多湿になる場所（日中の車の中、風呂場のそば等）に置かないようご注意下さい。雨

などで濡れた場合は早めに乾いた布でよく拭き取って下さい。低温時はやわらかい布で暖

めてからお使い下さい。なお、温度差から弓を保護する"毘紗"がありますのでお求め下さい。 
 
竹の表面、側木に傷を付けないよう大切に扱ってください。特に外竹にはご注意下さい。

笄（こうがい＝外竹が割れる事）の原因になることがあります。 
 
＜弓の張り方について＞ 
弦輪の作り方をしっかりマスターして毎回しっかり作るよう心がけましょう。最適な弦輪

の大きさは裏筈と同じです。輪が大きすぎたり小さすぎるとずれる原因になります。弓を

張ったとき弦道が上関板の真ん中を通るようにかけます。弦が中心より左を通っている場

合は、好ましくない状態です。矯正器を使って直す必要があります。同様に弦が右に来て

いる場合、入木といいこれも直す必要があります。 
弓弝（きゅうは＝握りから弦までの高さ）はこまめにチェックしてだいたい 15cm を保って

下さい。弓の裏反りが大きくなってきたら弓弝を少し高く（16cm 位）張って下さい。 
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＊竹弓は麻弦を使って下さい（特にニベ弓）。合成弦は竹弓を弱くしたり破損を招く原因に

なります。しかし麻弦は合成弦よりも切れやすいので細心の注意で扱ってください。引き

方もまた麻弦の寿命に影響します。よく切れる場合は上下の弦輪に麻が入った合成弦（本

麻飛翔弦など）をお使い下さい。 
竹弓を使用するときは道場に入ったらまず弦を張りそれから着替えて少し時間を置いてか

ら引くよう心がけて下さい。張ってすぐ引くような事はせず、少し時間を置いて下さい。（20
分位） 
 
中仕掛け麻か綿の糸のような自然のものをお使いややきつめにしてしっかり筈がセット出

来るようにして下さい。決して矢を番えないで空射ちしないで下さい。弓が壊れる恐れが

あります。もし弓を引いている最中に筈が弦から外れてしまった場合決して射たないで下

さい。弓が壊れます。 
 
通常使用しない時は減をはずして下さい。ただし、新しい弓は落着くまで少し張り込んで

おく必要があります。また、裏反りが多くなってきたら弓弝を保ったまま張っておいて下

さい。裏反りの高さの測り方は弦を張らずに弓に両端を床につけます。床から 20cm 以上な

ら裏反りが高すぎます。自分で直し方が分からない場合経験豊かな先生や先輩に聞いてく

ださい。 
 
もし竹弓を引いて弦を離した時に、弦が反対側にひっくり返ってしまっても無理に戻そう

としないで下さい。速やかに弦を切って下さい。無理に戻そうとすると、弓で一番弱い場

所である関板に力がかかり折れる原因になります。また、一度ひっくり返ってしまったら、

それ以上使用しないで専門店で調べてもらってください。 
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＜よくある竹弓の破損や損傷の原因＞ 
 過度の気候に竹弓を放置または使用した場合 
 弓を休ませないで使い続けた場合 
 長い間弓を張ったまま、もしくは張らないで放置しておいた事による型の変形 
 間違った引き方により変形 
 空射ち 
 竹の表面を傷つけたり引掻いた場合 
 間違った弓の長さのため引きすぎた場合 
 以下の原因で離れの際弓がひっくり返って首折れした場合 

a. 適切でない弦輪のかけ方またはサイズ 
b. 裏反りが高すぎる（20cm 以上） 
c. 弓弝が低すぎる（15cm 未満） 
d. 弓の捻りが強すぎる 
e. 弓の型が歪み 


